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  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　図は、押しボタンダイヤル式電話機の回路構成を示したものである。押しボタンダイヤル回路は、ダイヤルスイッチと押しボタンダイヤル信号発生用のＩＣ等から構成される。ダイヤル操作により（　ア　）がダイヤルされるとＬ１とＨ２端子間が導通し、対応した押しボタンダイヤル信号が（　イ　）から送出される。　　　　　　　　　　　　　　（５点×２＝１０点）

	①　ＯＳＣ端子　　②　ＶＤＤ端子　　③　ＭＦ端子　　④　ダイオードブリッジ回路

⑤　１　　　　　　⑥　２　　　　　 ⑦　３
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　（２）　電子化電話機におけるトーンリンガは、呼出信号を検出してサウンダ等を鳴動させ、いわゆる（　ウ　）により着信を可聴音で知らせるものである。　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＤＰ信号　　②　電子音　　③　磁石電鈴　　④　切替装置　　⑤　バリスタ


　（３）　電話機の原理、構成などの概要について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　（５点）

　　　　Ａ　電話機相互間において、送話及び受話の電気信号の授受効率を最も良くするためには、電気通信回線からみた電話機のインピーダンスを電気通信回線のインピーダンスよりも小さくする必要がある。

　　　　Ｂ　電話機の側音は、送話者の送話器から入り、通話回路を経て送話者の受話器に届く自分の音声等をいい、通話には適度に必要である。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない

	


　（４）　押しボタンダイヤル信号（ＰＢ信号）方式の特徴の一つは、音声帯域周波数を用いているため、電話網を介して直接（　オ　）で信号を通すことができ、数字や数字以外の押しボタンを使って通話以外の簡単なデータ伝送やコントロール等の各種サービスを容易に実施できることである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　エンド・ツー・エンド　　②　リンク・バイ・リンク　　③　ステップ・バイ・ステップ


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　留守番電話機において、トールセーバは、留守中の録音の有無によって（　ア　）を自動的に切り替える機能を有している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　自動応答までの着信回数　　　②　着信音量　　③　着信音色　　④　転送先

　⑤　自動応答までの呼出音回数


　（２）　小電力形アナログコードレス電話機では、着信時に接続装置とコードレス電話機間の無線回線の設定が終了すると、接続装置は（　イ　）を送出した後、コードレス電話機からのオフフック信号を待ち受ける。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＰＢ信号　　　　　②　ＤＴ　　　　③　チャネル切替完了信号

　④　リンガ鳴動信号　　⑤　直交信号


　（３）　電子化電話機の機能及び回路の概要について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。（５点）

　　　　Ａ　電子化電話機には、スピーカボタンの操作により、送受器を上げずに発信できるオンフックダイヤル機能を持つものがある。

　　　　Ｂ　電子化電話機では、一般に、ハイブリッドトランスを用いない防側音回路として、ダイオードブリッジ形防側音回路が使われている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　図に示すメモリダイヤル電話機の回路構成において、図中のＣは表示機能を持ち、（　エ　）といわれ、Ｄは、着信側の相手が応答したことを発信側で検出するための機能を持ち、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点×２＝１０点）

	　①　通話回路　　②　停電検出回路　　　　③　極性検知回路　　　　　④　ＬＳＩ

　⑤　ＬＣＤ　　　⑥　トーンリンガ回路　　⑦　キャリアセンス回路



[image: image2.wmf]ƒXƒs�[ƒJ‰ñ˜H

‚`

‚a

DP�o—Í

‰ñ�@ ˜H

“d‹C’Ê�M

‰ñ�@�@�ü

ƒ_ƒCƒ„ƒ‹‚h‚b

DP�M�†

PB�M�†

ƒXƒs�[ƒJ

‚s

‚q

‚r

‚b

ÄÞ×²ÊÞ

‚b‚o‚t

‚q‚`‚l

ƒL�[Šg’£—pIC

ƒ�ƒ‚ƒŠƒ_ƒCƒ„ƒ‹

‰ñ�@˜H�@•”

ÀÞ²ÔÙ

½²¯Á

‹@”\

ÎÞÀÝ

ÜÝÀ¯Á

ÎÞÀÝ

•Û—¯

‰ñ˜H

‚c

“d�@Œ¹

‰ñ�@˜H


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　図－１に示す非同期式変復調装置において、リミッタは、受信したアナログ信号の一定（　ア　）以上の部分を取り除いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　位　相　　②　レベル　　③　周波数
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　（２）　一般に、低速の変復調装置は、（　イ　）周波数帯域のアナログ信号を伝送する伝送路設備に接続して使用されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　音　声　　②　映　像　　③　商用電源　　④　超短波


　（３）　電話交換網を利用してデータ通信を行う場合に使用する網制御装置は、（　ウ　）機能を有する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　回線保持　　②　極性反転　　③　位相同期　　④　トラヒック制御


　（４）　エラー訂正プロトコルとして、モデムに広く実装されている代表的な手順には、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．４２に規定する（　エ　）やＭＮＰがある。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＬＡＰＤ　　②　ＬＡＰＭ　　③　ＡＴコマンド


　（５）　図－２は、ファクシミリにおける信号伝送の基本過程を示したものである。図中のＡからＣまでの過程では、（　オ　）が行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　同期　→　走査　→　光電変換　　②　光電変換　→　走査　→　同期

　③　同期　→　走査　→　記録変換　　④　記録変換　→　走査　→　同期



[image: image4.wmf]‘—�M‰æ

‚b

•Ï’²

“`‘—

•œ’²

F

Žó�M‰æ

B

A

‰æ‘f•ª‰ð

E

D

‰æ‘f‘g—§‚Ä

�}�|‚Q


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　図－１は、最寄りの電柱等から電気通信回線を家屋に引き込む場合に一般に使用する保安装置の構成と接続形態を示したものである。図中Ａは（　ア　）、Ｂは（　イ　）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点×２＝１０点）

	　①　ハンダ　　②　コンデンサ　　　③　接地線　　④　屋内線

　⑤　避雷器　　⑥　感熱ブレーカ　　⑦　電力線　　⑧　屋外線
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　（２）　ＦＦコネクタは、（　ウ　）ケーブル相互をカーペットの下などで接続する場合に用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	1 通信用フラットフロア　　②　丸　形　　③　構内光ファイバ

　④　２心並列ＰＶＣ屋内


　（３）　図－２に示す切分器に内臓されているコンデンサＣと抵抗Ｒは、電気通信回線の（　エ　）を行うために挿入されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　特性改善　　②　試　験　　③　雷害防止　　④　鳴音防止
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　（４）　ラジオ等の近傍に、デジタル制御信号等を用いた通信機器を設置すると、放射される（　オ　）成分により、ラジオ等に雑音が混入することがある。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　高周波　　②　漏　話　　③　漏　電　　④　定在波


解答

第１問（ア）⑥　（イ）③　（ウ）②　（エ）②　（オ）①

第２問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）①　（エ）⑤　（オ）③

第３問（ア）②　（イ）①　（ウ）①　（エ）②　（オ）①

第４問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）①　（エ）②　（オ）①
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